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I. 計画策定の背景と目的  

１. 計画の背景  

わが国では、高度成長期を中心として過去に建設された公共施設等がこれから大量

に建替えなどの更新時期を迎えます。一方で、地方公共団体の財政は厳しい状況が続

き、また、人口減少・少子高齢化等により今後の公共施設等の利用需要が変化してい

くことが見込まれます。 

このような状況に鑑み、公共施設等の全体を把握し、長期的視点をもって更新・統

廃合・長寿命化などを計画的に行うことにより財政負担を軽減・平準化するとともに、

その最適配置を実現し、時代に即したまちづくりを行っていくため、平成 26 年 4 月、

総務省は全国の地方公共団体に対して、「公共施設等総合管理計画の策定要請」を行

いました。 

木津川市においては、全国の各自治体が人口減少サイクルに移行している中で人口

増加が継続している現状ですが、これは市内における大規模開発によるところが大き

な要因であり、この大規模開発の成熟とともに人口増加の停滞が予測され、財政面で

は高齢化の進行による扶助費の増大や公共施設等の維持更新費の増大が市財政に及

ぼす将来的な影響などが懸念される現状です。  

 

２. 計画の目的  

木津川市の人口は増加傾向にあるものの、現状の公共施設等の維持更新などに必要

な経費は将来的に増加し、財政を圧迫することが予測されます。したがって、将来的

な財政負担の軽減や健全な市民生活の維持を図るためにも、公共施設等にかかる総合

的な管理の検討が必要とされます。  

公共施設等の機能を維持しつつ、可能な限り次世代に負担を残さない効率的・効果

的な公共施設等の最適な配置を実現するために「公共施設等総合管理計画」を策定す

るものです。  
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３. 計画の位置づけ 

本計画は、先に示した総務省からの「公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推

進について」（平成 26 年 4 月 22 日 総財務第 74 号）による計画策定要請を受けて、

木津川市のインフラを含む公共施設等の今後のあり方についての基本的な方向性を

示すものとして位置付けます。  

木津川市では、市の基本方針を「第 1 次木津川市総合計画」（平成 21 年 3 月）に

おいて示し、その実現に向けて 3 年ごとの実施計画を策定するローリング方式で推

進を行っています。現在は「第 1 次木津川市総合計画実施計画（平成 28～30 年度）」

を策定しています。  

また、都市計画に関する計画としては「第 1 次木津川市都市計画マスタープラン」

（平成 23 年 6 月）があり、さらに、これからの木津川市の人口問題などをはじめと

する課題とその将来的な方向性を示す『木津川市まち・ひと・しごと創生「人口ビ

ジョン」・「総合戦略」』（平成 27 年 10 月）を策定しています。  

 

【図：本計画の位置づけ】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画はこれらの諸計画との整合性を図るとともに、これから増大する公共施設

等の維持管理経費と、これによる市財政への負担の平準化や軽減を図るために、イ

ンフラを含む公共施設等のあり方に関する方針、特にアセットマネジメントの考え

方をもとに公共施設等の長寿命化や施設保有量の最適化を念頭において検討を行う

ものです。  
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